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トキソプラズマラテックス凝集反応マイクロタイター

用試薬は，被検血清の非働化および非特異抗体の吸収を

必要とせず，安定かつロット差がほとんどないことを特

徴とする（坪田・小沢，1977）診断用試薬であり，ヒト

血清については色素試験にかわる方法として満足すべき

ものであることがすでに明らかにされている．（坪田ら，

1977；小林ら，1977)．

本報ではブタ，ネコおよびマウスについてこの試薬が

トキソプラズマ感染の診断剤として使用しうるか否かを

検討した成績と，マウスおよびウサギにトキソプラズマ

を実験的に感染させて，トキソプラズマラテックス凝集

反応抗体価の推移を追跡した結果について報告する．

横隔膜筋肉部のマウス接種によるトキソプラズマ検出

(HiraokaandOhshima，1972）との関係を調べた．

４．ネコの血清および採血濾紙

各地で採取された採血濾紙387例についてラテックス

凝集反応抗体価の頻度分布と同時に血球凝集反応との比

較を行った，またその際ネコ42頭について血清のラテッ

クス凝集反応抗体価と脳，筋肉などからのトキソプラズ

マ検出（マウス接種による）との関係を調べた．

５．マウス血清

ブタの筋肉を接種したマウス512頭について，接種後

30～40日目のラテックス凝集反応抗体価と脳内シスト検

出（圧片標本鏡検）との関係を調べた．

６．ウサギおよびマウスの実験的感染

ウサギ（日本白色種，雄，体重約３ｋｇ）５羽にブタ

由来のトキソプラズマ弱毒株シストを１羽当り102個以

上それぞれ腹腔内に接種し，以後経日的に85日目まで耳

静脈から採血して血清を得，ラテックス凝集反応抗体価

の推移を観察した．

マウス（ddY，雌，４週齢）に１匹当り約102個の

Beverley株とネコ由来Ｄ株（鈴木ら，1974）のシスト

をそれぞれ腹腔内接種し，以後経日的に12週目まで１群

５匹ずつ股動脈から故血して血清を採取し，ラテックス

凝集反応抗体価の推移を見た．

材料および方法

Ｌトキソプラズマラテックス凝集反応試薬

前報（坪田ら，1977）に述べた方法で作製した．

２．トキソプラズマラテックス凝集反応および血球凝

集試験の術式

ラテックス凝集反応マイクロタイター法の術式は第１

報（坪田・小沢，1977）に述べたごとく行った．血球凝

集反応は血清についてはトキソテスト(栄研化学製)を，

採血濾紙についてはトキソチェック(栄研化学製)を使用

し，それぞれ使用説明書に従って実施し，ブタでの血球

凝集反応の陽性限界を≧１：１０２４とし，ネコでのそれを

≧１：256とした．

３．ブタの血清および採血濾紙

と場で採取したブタ血清736例および各地で採取され

た採血濾紙545例についてラテックス凝集反応抗体価頻

度分布を，血清217例と採血濾紙102例についてそれぞれ

ラテックス凝集反応と血球凝集反応との関係を，さらに

ブタ430頭について血清のラテックス凝集反応抗体価と

成績

１．ブタ

血清736例および採血濾紙545例のラテックス凝集反応

抗体価頻度分布は，それぞれＦｉｇ．１およびＦｉｇ．２に

示す如く，いずれも１：３２を谷とする二峰性であり，こ

の結果から≧１：６４を陽性，１：３２を疑陽Ｉ性，＜１：３２

を陰性と推定した．

（８３）
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Fig、１FrequencydistributionoftheLA
tiｔｅｒｓｏｆ７３６ｓｗｉｎｅｓｅｒａ、

血清217例および採血濾紙102例について，それぞれラ

テックス凝集反応と血球凝集反応の抗体価を比較した結

果，ＴａｂｌｅｌおよびＴａｂｌｅ２に示す如く，ラテックス

凝集反応の陽性限界を１：６４とすれば定`性的一致率はそ

れぞれ91.7％および90.2％であった．採血濾紙における

不一致10例中８例は血球凝集反応陽性ラテックス凝集反

応陰性であり，採血濾紙で採取し，吸収をしないトキソ

チェック法のために非特異抗体の影響があったものと考

えられた．

＜３２３２６４１２８２５６５１２１０２４≧２０４８

ReciprocalLAtiters

Fig2FrequencydistributionofLAtiters

oftheeluateofblood-impregnatedfilter‐

paperstripsobtainedfrom545sｗｉｎｅ．

ブタ430頭についてラテックス凝集反応抗体価と横隔

膜からのトキソプラズマ分離との関係を調べたところ，

Ｔａｂｌｅ３に示す如くであった．すなわち，≧１：６４を陽

性とすればラテックス凝集反応陽性は92頭で，その内７２

頭（78.3％）からトキソプラズマが分離された．一方，

疑陽性の１：３２を示した４頭中２頭も分離陽性であった
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が，＜１：３２の334頭からは僅かに１例しかトキソプラ

ズマが分離されなかった．

２．ネコ

採血濾紙387例について，ラテックス凝集反応と血球

凝集反応とを比較したところ，Ｔａｂｌｅ４に示す如き結果

を得た．先ずラテックス凝集反応の抗体価頻度分布を見

ると，１：３２を谷とする二峰性が認められ，ブタの場合

と同様に≧１：６４を陽性と推定した．この規準によるラ

テックス凝集反応と血球凝集反応との定性的一致率は

84.7％（328/387）であり，不一致59例の大部分（56例）

は血球凝集反応陽性-ラテックス凝集反応陰性であり，

また固定血球による吸収操作で抗体価の減少を認めるこ

とより，トキソチェックに影響する非特異あるいは異好

抗体がラテックス凝集反応には反応しないためと考えら

れた．

ネコ42頭について，血清のラテックス凝集反応抗体価

とトキソプラズマ検出との関係を調べたところ，Table

５に示すように，抗体価≧１：６４の22頭からの分離率は

86.4％（19/22)，≧１：３２の22頭からは，全くトキソプ

ラズマが分離されなかった．

３．マウス

ブタ筋肉を腹腔内接種して30～40日後のマウス５１２匹

について，血清のラテックス凝集反応抗体価と脳内シス

トの有無を調べた結果，Ｔａｂｌｅ６に示す如く，抗体価の

分布は１：１６を谷とする二峰性で≧１：３２の19匹中14匹

(73.7％）にシストが検出され，≦１：１６の493頭からは

僅か３匹（ラテックス凝集反応抗体価はそれぞれく１：

２，１：４および１：８）にシストが見出されたのみで

あった．

４．実験感染におけるラテックス凝集反応抗体価の推

移

ウサギにブタ由来弱毒株シストを接種して，ラテック

（８５）
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ス凝集反応抗体価の推移を観察したところ，Ｔａｂｌｅ７に

示す如く，７日後に５羽中２羽に抗体の出現が見られ，

14日後には揃って１：128～１：512を示し，以後さらに

抗体価は上昇して≧１：1024となり，８５日後にも下降は

認められなかった．

マウスにBeverley株とＤ株とをそれぞれ腹腔内接種

したところ，Fig.３に示すようなラテックス凝集反応抗

体価の推移が見られた．すなわち，いずれの株を接種し

た場合にも，２週後に抗体価の上昇が認められ，５週後

には１：128～１：2048になり，以後も高い抗体価が持

続した．

用試薬が，ヒトに従来実施されて来た血清学的診断であ

る色素試験およびJacobsandLunde法による血球凝

集反応(小林ら,1977)，ならびにＬｅｗｉｓａｎｄＫｅｓｓｅｌ法

およびトキソテストによる血球凝集反応（坪田ら,1977）

とラテックス凝集反応抗体価１：３２を陽性限界としてそ

れぞれ94.4％，95.5％，90.7％および90.8％という高い

定性的一致率を示し，ヒトのトキソプラズマ感染の診断

法として信頼がおけることが明らかにされている．

本報では，ブタおよびネコの血清および採血濾紙につ

いてラテックス凝集反応抗体価とトキソテストおよびト

キソチェックによる血球凝集反応抗体価およびトキソプ

ラズマ分離との関係を調べた結果を報告したが，抗体価

頻度分布から１：６４をラテックス凝集反応の陽｣性限界と

し，１：３２を疑陽`性，＜１：３２を陰性と見なすべきこと

考察

トキソプラズマラテックス凝集反応マイクロタイター
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が示唆され，この規準に従がえば，ブタ血清および採血

濾紙の血球凝集反応との定』性的一致率はそれぞれ91.7％

および90.2％，ネコ採血濾紙のそれは84.7％であり，ま

た，いずれもトキソプラズマ分離とも高い一致率を示し

た．このラテックス凝集反応試薬マイクロタイタ一用は，

これらの動物のトキソプラズマ感染診断に感度と特異性

が高く，血清の非働化も非特異抗体の吸収も不要で，簡

便かつ多数処理に有利な方法である．

また，さまざまな材料からトキソプラズマを検出する

ために使われるマウスについて，ラテックス凝集反応抗

体価と脳内シストの関係を調べたところ，抗体価≧１：

32の動物に高率にシストが認められた．マウスはトキソ

プラズマの各種の実験に使用されるので，マウスの血清

学的診断が簡便に出来ることは非常に有意義であると考

えられる．

感染初期における抗体価の上昇の仕方が，色素試験と
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Ｆｉｇ．３Changeintiterofanti-TojmPms/"α

serafromIniceafterinocuｌａｔｉｏｎｏｆｌＯ２ｃｙｓｔｓ

ｏｆＴｏｚ０ｶｍＳｍα、
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ＦｒｅｎｋｅｌｅｔａＺ、１９６０；FaircehildetaZ，１９６７；Karim

andLudrum,1975)，ラット(LundeandJacobs，1963）

およびウサギ（Ｓｍit，1964）で色素試験抗体価の方が血

球凝集反応抗体価より先に出現して，早く最高値に達す

るといわれ，これは色素試験抗体を産生させる初期の抗

原刺激はトキソプラズマ虫体の細胞膜に由来し，おくれ

て細胞の内容が放出され，それが血球凝集反応抗体の産

生とさらに色素試験抗体の産生を刺激するのではないか

(LundeandJacobs，1967）といわれている．ラテック

ス凝集反応抗体価の上昇の仕方が，色素試験と血球凝集

反応のいずれに近いか，直接同一の材料について示さな

かったが，実験感染のウサギにおいては７日後から，抗

体が現われ35日後にはピークに近くなり，マウスにおい

ては２週後から抗体が出現し,矢張り，５週後にはほぼピ

ークに達し,色素試験の抗体価上昇の経過（Ｓｍit,1964；

RaizmanandNeva，１９７５；小林ら，１９７７；Ｓｉｉｍ，

1960；小林，1967）に近いパターンを示した．また感染

マウスの血清につき，血球凝集反応とラテックス凝集反

応の抗体価を追跡したところ，血球凝集反応抗体価の方

が明らかにおくれて上昇した(坪田，未発表)．これらの

点からラテックス凝集反応は血球凝集反応よりむしろ色

素試験に近いと考えられる．

要約

トキソプラズマラテックス凝集反応試薬マイクロタイ

タ－用（坪田，１９７７；坪田ら，1977）がブタ，ネコおよ

びマウスの診断に使えるか否かを検討し，またウサギお

よびマウスの実験感染後のトキソプラズマラテックス凝

集反応抗体価上昇経過を追跡した．

１．ブタ血清736例および採血濾紙545例のラテックス

凝集反応抗体価頻度分布は，ともに１：３２を谷とする二

峰性で，１：６４を陽性限界とし，１：３２を疑陽性，＜１：

32を陰性と推定した．この規準によれば，血清２１７例お

よび採血濾紙102例のトキソテストおよびトキソチェッ

クによる血球凝集反応との，定性的一致率はそれぞれ

91.7％および90.2％であり，また，ブタ430頭のラテッ

クス凝集反応抗体価と横隔膜からのマウス接種によるト

キソプラズマ検出の関係を見たところ，≧１：６４の92頭

の内72頭（78.3％）がトキソプラズマ陽性であり，ラテ

ックス凝集反応抗体価く１：３２の334頭からは１例しか

トキソプラズマが検出されなかった．

２．ネコ採血濾紙387例の抗体価頻度分布は１：３２を

谷とする二峰'性で陽性限界は１：６４と推定され，この規

準にしたがえばトキソチェックによる血球凝集反応との

定｣性的一致率は84.7％であった．血清のラテックス凝集

反応抗体価とトキソプラズマ分離との関係を見ると，

≧１：６４の22頭中19頭（86.4％）が分離陽性で，ラテッ

クス凝集反応抗体価≦１：３２の20頭からは全てトキソプ

ラズマが検出されなかった．

３．マウスについて血清のラテックス凝集反応抗体価

と脳内シストの関係を見たところ，≧１：３２の19匹中１４

匹（73.7％）にシストが認められ，≦１：１６の４９３匹か

らは３匹にのみシストが検出されたにすぎなかった．

４．ウサギおよびマウスにトキソプラズマを感染させ

て，ラテックス凝集反応抗体価を経日的に追跡したとこ

ろ，初期抗体の検出は良好で，５週後にほぼピークに達

し，以後高い抗体価を持続した．
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Thesensitizedlatexreagentformicrotiteragglutinationtest（TsubotaandOzawa，1977）

gavesatisfactoryresultsasaserologictestforTbjmPms"Iainfectioninpigs，cats，miceand

rabbits，

１）Thefrequencydistributionofboththeagglutinationtitersof736pigseraandthose

oftheeluateoffilter-paperstripsimpregnatedwithbloｏｄｓａｍｐｌｅｓｆｒｏｍ５４５ｐｉｇｓｓｈｏｗｅｄｔｗｏ

ｐｅａｋｓｗｉｔｈａｔｒｏｕｇｈａｔｌ：３２（Fig.１，２)．Theendpointofthereactionforpositivedia‐

gnosiswasdeterminedatl：６４ｆｏｒpigs・Whencomparedwiththehemagglutinationtest，

agreementofthereactionbythelatexagglutinationwas91.7％ｗｉｔｈｔｈａｔｂｙ‘Toxo-Test，

ｍｅｔｈｏｄｉｎ２１７ｐｉｇｓｅｒａａｎｄ９０､２％ｗｉｔｈ‘Toxo-Check,methodwhichutilizedblood-impregnated

filterpaperstripsforｓａｍｐｌｉｎｇｌＯ２ｐｉｇｓｅｒａ（Table１，２)．Positivelatexagglutinationtests

andoccurrenceofTo工妙ｍｓ'"αindiaphragmmusclewasingoodagreeｍｅｎｔｉｎｐｉｇｓ（Table３)．

２）Sincethefrequencydistributionoftheagglutinationtitersoftheeluateofblood‐

impregnatedfilter-paperstripsobtainedfrom387catsshowedtwopeaｋｓｗｉｔｈａｔｒｏｕｇｈａｔｌ：３２，

ｔｉｔｅｒａｔｌ：６４ormorewereconsideredserologicallypositive・Agreementofreactionswas

observedin84､7％betweenthelatexagglutinationtestandthehemagglutinationtestusing

`Toxo-Check,（Table４)．CorrelationbetweenapositivelatexagglutinationtiterandTbjro‐

'んs"zaoccurrenceinmuscleandbrainofcatswasexcellent（Table５)．

３）When512micewereinoculatedwithdiaphragmmuscleofpig,１４outofl9micewith

latexagglutinationtitersof≧１：３２ａｎｄｏｎｌｙ３ｏｕｔｏｆ４９３ｍｉｃｅｗｉｔｈｔｉｔｅｒｓｏｆ三１：１６had

cerebralcysts（Table６)．

４）InrabbitsandmicewhichwereexperimentallyinfectedwithTbjmPZaｓ７"α,theantibody

wasdetectedbythelatexagglutinationtestfromtheeａｒｌｙｓｔａｇｅａｎｄｔｈｅｔｉｔｅｒｒｏｓｅｔｏｐｅａｋat

5-6weeksafterinfectionandmaintainedhighvaluesthereafter（Table７，Ｆｉｇ．３)．

（９０）


